
総
会
は
、
谷
事

務
局
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
体
調
不

良
で
欠
席
さ
れ
た

和
田
部
会
長
に
代

わ
り
倉
見
世
話
人

が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

倉
見
氏
は
「
今
日
は
、
従
業

員
組
合
か
ら
大
変
な
提
案
が
あ
っ

た
が
、
み
ん
な
で
ど
の
よ
う
に

こ
な
し
て
い
く
か
を
論
議
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
」
と
従
組
大

会
で
の
提
案
に
最
初
に
触
れ
ら

れ
ま
し
た
。

次
に
情
勢
に
つ
い
て
「
今
世

界
的
な
難
民
問
題
、
国
内
で
は

憲
法
改
悪
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
、
署
名
な
ど
も
い
ろ

い
ろ
回
っ
て
く
る
が
、
我
々
が

ど
の
よ
う
に
一
歩
踏
み
出
し
て

い
く
の
か
が
重
要
な
時
期
に
な
っ

て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
自
己
の
体
調
か
ら
高
齢
者

の
活
動
に
つ
い
て
、
「
無
理
を

せ
ず
、
持
て
る
力
を
発
揮
し
よ

う
」
と
述
べ
ら
れ
、
最
後
に

「
今
日
は
忌
憚
の
な
い
本
音
の

議
論
を
し
よ
う｣

と
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

総
会
議
案
に
基
づ
き
谷
事
務

局
長
よ
り
「
経
過
報
告
と
決
算

報
告
に
つ
い
て
」
「
新
年
度
の

取
り
組
み
と
予
算
案
に
つ
い
て
」
、

倉
見
世
話
人
よ
り
「
役
員
の
改

選
に
つ
い
て
」
提
案
が
さ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

（
部
会
長
の
和
田
一
郎
さ
ん
は

体
調
不
良
で
欠
席
さ
れ
ま
し
た

が
、
回
復
さ
ま
し
た
。
）

総
会
第
２
部
と
し

て
、
世
話
人
の
古
田

雅
二
さ
ん
が
年
金
問

題
に
つ
い
て
講
演
を

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
要
旨
は
、

社
会
保
障
の
改
悪
、

年
金
実
質
引
き
下
げ

に
抗
す
る
方
策
は
、

「
皆
が
１
日
で
も
長
生
き
を
す

る
事
」
そ
の
た
め
の
「
長
寿
で

大
往
生
す
る
為
の
５
条
件
は
？
」
、

「
生
き
が
い
の
条
件
？
」
な
ど

木
津
川
計
さ
ん
の
講
演
な
ど
を

紹
介
し
な
が
ら
の
話
に
、
参
加

者
も
勉
強
に
な
り
、
身
に
つ
ま

さ
れ
る
話
で
し
た
。

次
の
テ
ー
マ
は
「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
と
は
？
」
で
は
、

２
０
０
４
年
に
導
入
さ
れ
た

「
１
０
０
年
安
心
プ
ラ
ン
」
が

不
安
の
源
で
あ
り
、
２
０
０
８

年
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
が

国
民
皆
保
険
制
度
を
破
壊
し
た

経
過
を
解
き
明
か
し
、
「
年
金

は
も
ら
い
過
ぎ
か
？
」
「
年
金

制
度
維
持
と
年
金
抑
制
、
年
金

30
年
間
支
給
引
き
下
げ
、
年
金

積
立
金
原
資
の
問
題
（
１
３
０

兆
円
の
内
１
２
０
兆
円
は
厚
生

年
金
）
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
滋
賀
県
46
名
の
原

告
団
の
一
人
と
し
て
闘
っ
て
お

ら
れ
る
「
不
服
審
査
請
求
、
年

金
裁
判
」
に
つ
い
て
経
過
の
報

告
と
年
金
署
名
も
１
０
０
万
筆

目
標
達
成
へ
の
協
力
と
決
意
を

述
べ
講
演
を
終
わ
ら
れ
ま
し
た
。
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１
５
年

第
14
回
定
期
総

２
０
１
５
年

第
14
回
定
期
総

10
月
22
日
午
後
３
時
よ
り
年
金
者
部
会
第
14
回
定

期
総
会
が
大
津
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
と
お

り
滋
賀
銀
行
従
業
員
組
合
の
定
期
大
会
と
連
動
し
て

開
催
し
、
総
会
は
19
名
の
出
席
で
し
た
。
午
前
中
に

開
か
れ
た
従
組
の
大
会
に
、
従
組
の
要
請
に
応
え
多

数
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

10
月
22
日
午
後
３
時
よ
り
年
金
者
部
会
第
14
回
定

期
総
会
が
大
津
市
で
開
か
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ま
し
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。
恒
例
の
と
お

り
滋
賀
銀
行
従
業
員
組
合
の
定
期
大
会
と
連
動
し
て

開
催
し
、
総
会
は
19
名
の
出
席
で
し
た
。
午
前
中
に

開
か
れ
た
従
組
の
大
会
に
、
従
組
の
要
請
に
応
え
多

数
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
て
る
た
め
に

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
て
る
た
め
に



年
金
者
部
会
総
会
が
終
わ
り
会

場
を
移
し
て
従
業
員
組
合
と
年
金

者
部
会
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

澤
井
滋
賀
従
組
書
記
長
の
司
会

で
始
め
ら
れ
、
日
根
野
さ
ん
が
開

会
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
を
と
ら
れ

ま
し
た
。

日
根
野
さ
ん
は
「
６
月
ゴ
ル
フ

の
と
き
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た
と
申

し
上
げ
た
が
、
９
月
に
は
胃
潰
瘍

の
治
療
を
し
た
。
経
過
も
よ
く
、

お
お
爺
、
爺
、
親
、
孫
（
日
根
野

氏
の
ひ
孫
）
の
四
世
代
が
元
気
に

暮
ら
し
て
い
る
。
み
な
さ
ん

も
身
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い｣

と
実
感
の

こ
も
っ
た
挨
拶
で
し
た
。

つ
ぎ
に
、
昨
年
10
月
に
大
津
市

で
開
催
さ
れ
た
「
ち
ぎ
ん
の
会
総

会
」
で
副
会
長
に
就
任
さ
れ
た
古

田
さ
ん
か
ら
次
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。
「
去
る
９
月
30
日
と
10
月

１
日
に
東
京
で
ち
ぎ
ん
の
会
本
部

役
員
会
が
行
わ
れ
た
。
は
じ
め
に

昨
秋
に
滋
賀
で
開
催
し
た
総
会
に

対
す
る
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。
会

議
で
は
次
回
の
総
会
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
た
。
時
期
は
来
年
（
15
年
）

秋
頃
の
開
催
と
な
る
が
、
開
催
場

所
に
つ
い
て
関
東
地
域
が
集
ま
る

上
で
も
適
当
で
あ
ろ
う
と
言
う
こ

と
に
な
っ
た
。
具
体
的
な
場
所
と

し
て
鎌
倉
、
江
の
島
が
上
が
っ
た
。

皆
さ
ん
の
意
見
も
聞
き
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
従
組
中
島
委
員
長
か
ら

「
先
輩
組
合
員
の
指
導
援
助
で
運

動
の
前
進
を
図
る
」
決
意
を
こ
め

た
挨
拶
が
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。
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５．２０１４年度決算と２０１５年度予算案

２０１４年度の決算（２０１４.１０.１～２０１５.９.３０）
（単位：円）

収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

科　　目 予　　算 決　　算 科　　目 予　　算 決　　算

前期繰越金 1,534,895 1,534,895 会議費 100,000 99,660

会費 42,000 48,000 渉外費 180,000 168,000

雑収入 0 90,543 行事費 100,000 56,212

事務費 20,000 8,840

雑費 10,000 4,864

予備費 30,000 5,464

次期繰越金 1,136,895 1,330,398

合計 1,576,895 1,673,438 合計 1,576,895 1,673,438

＜内訳＞

１．会費は、当年度分と遅延の入金あり。

２．雑収入はちぎんの会役員の旅費・宿泊費・日当等。

３．会議費は世話人会の交通費等。

４．渉外費は、ちぎんの会会費・県母親大会の看板。

５．行事費は、従組との合同旗びらき、グランドゴルフ大会費用。

６．事務費は、通信費。

７．予備費は慶弔費・協賛文化行事等への参加補助。

２０１５年度の予算案（２０１５.１０.１～２０１６.９.３０）
（単位：円）

収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

科　　目 予　　算 前期決算比 科　　目 予　　算 前期決算比

前期繰越金 1,330,398 △ 204,497 会議費 100,000 340

会費 42,000 △ 6,000 渉外費 50,000 △ 118,000

雑収入 0 △ 90,543 行事費 100,000 43,788

事務費 20,000 11,160

雑費 10,000 5,136

予備費 30,000 24,536

次期繰越金 1,062,398 △ 268,000

合計 1,372,398 △ 301,040 合計 1,372,398 △ 301,040

＜内訳＞

１．会費は会員数３５名×１,２００円としました。

２．会議費は総会会場費分担金ならびに交流会費分担金。

３．渉外費は、ちぎんの会会費等・各種団体会費負担金

４．行事費は、６月頃に全員参加のできる行事（ちぎんしがの会）を行いたい。

５．事務費は、通信費等。
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